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第
２
回

会
計
監
査
勉
強
会

第
３
４
回

地
本
委
員
会

第2回地本・支部・分会・部会代表者会議
日 時：4月5日（土）10：30～
場 所：YIC京都1号館3階131号室
出席者：地本執行部、青年女性委員会、各支部3役、
各分会代表者2名以上、各部会代表者1名

今後の予定

京
都
地
本
は
３
月
１
日
に
ア
ス
ニ
ー
山
科
で
「
第
２
回
会
計

監
査
勉
強
会
」
と
「
Ｊ
Ｒ
西
労
組
京
都
地
本
第
３
４
回
地
本
委

員
会
」
を
同
日
開
催
し
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
７
人
の
代
議
員
が
質
疑
に
立
ち
、

組
合
員
の
声
を
届
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
質
疑
内
容
】

・
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
の
通
年
設
置

・
必
要
備
品
の
会
社
負
担

・
浴
室
、
寝
具
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

・
シ
ニ
ア
、
Ｌ
Ｍ
層
の
待
遇
、
手
当

・
駅
施
設
で
の
乗
務
員
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス

・
夏
場
の
パ
ン
上
げ
留
置

・
男
女
兼
用
の
設
備
、
女
性
活
躍
の
環
境

・
特
急
列
車
の
乗
組
数

北
村
書
記
長
の
総
括
答
弁
の
後
、
岩
谷
青

年
女
性
委
員
長
か
ら
委
員
会
宣
言
を
力
強
く

提
起
し
、
満
場
の
拍
手
に
よ
り
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

最
後
は
藤
森
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、
２
０
２
５
春
闘
勝

利
と
、
様
々
な
課
題
に
京
都
地
本
全
体
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

議長 山名委員

藤森委員長の
団結ガンバロー

第
２
回
会
計
監
査
勉
強

会
で
は
、
改
め
て
会
計
監

査
の
重
要
性
や
勘
所
等
を

学
び
ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
さ
ま
か
ら

徴
収
し
た
組
合
費
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
、
組
織
と

し
て
効
率
的
か
つ
効
果
的

な
予
算
執
行
を
行
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
使
用
目
的
、

使
用
金
額
を
し
っ
か
り
検

討
す
る
事
、
執
行
委
員
長

や
会
計
監
査
役
一
人
に
任

せ
る
の
で
は
な
く
、
複
数

人
で
の
確
認
や
ジ
ョ
ブ

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
等
を
実

施
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
後
も
よ
り
よ
い
組
合
活

動
を
継
続
し
て
い
く
た
め

に
も
、
他
人
事
だ
と
思
わ

ず
に
、
一
人
ひ
と
り
が
自

分
ゴ
ト
化
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

Ｊ
Ｒ
西
労
組
京
都
地
本
第
３
４

回
地
本
委
員
会
は
、
藤
森
委
員
長

の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
来
賓
の
中

央
本
部
羽
野
書
記
長
か
ら
、
情
勢

の
報
告
を
含
め
た
近
況
報
告
を
い

た
だ
き
、
開
幕
し
ま
し
た
。

議
長
と
し
て
登
壇
さ
れ
た
山
名

委
員
に
よ
る
、
円
滑
な
進
行
の
も

と
、
主
な
運
動
の
総
括
、
当
面
す

る
活
動
方
針
（
案
）
、
２
０
２
５

年
度
暫
定
予
算
等
の
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

中央本部
羽野書記長

岩谷青女委員長
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